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（訂正）「平成 27 年 12 月期業績予想と実績との差異及び特別損失の計上に関するお知らせ」の

一部訂正について 

 

 

当社は、平成 27 年２月 15 日付にて開示いたしました「平成 27 年 12 月期業績予想と実績との差異

及び特別損失の計上に関するお知らせ」について一部誤りがございましたので、下記のとおり訂正い

たします。なお、訂正箇所には下線を付して表示しております。 

 

記 

【訂正前】 

１．業績予想に差異が生じた理由 

文具事業の業績回復が計画通り行かなかったことにより、計画に対し、営業損益に 157 百万円の差異が

発生しました。また、直近では､ロボット事業の子会社（米国、タイ）において、販売手数料の増加 35 百

万円や社員増員などによる人件費の増加 22 百万円等を計上した結果、利益率が低下しております。 

売上高は前回発表予想を連結は 2.9％、個別は 4.3％下回ることとなり、利益面におきましては、特別損

失として 86 百万円の計上などあり、連結当期純利益が△151 百万円、個別当期純利益は△118 百万円とな

る見込みです。 

 

【訂正後】 

１．業績予想に差異が生じた理由 

文具事業の業績回復が計画通り行かなかったことにより、計画に対し、営業損益に 157 百万円の差異が

発生しました。また、直近では､ロボット事業の子会社（米国、タイ）において、販売手数料の増加 35 百

万円や社員増員などによる人件費の増加 22 百万円等を計上した結果、利益率が低下しております。 

売上高は前回発表予想を連結は 2.9％、個別は 4.3％下回ることとなり、利益面におきましては、特別損

失として 86 百万円の計上などあり、連結当期純利益が△151 百万円、個別当期純利益は△159 百万円とな

る見込みです。 

 
以上 


